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 要 旨   

 

オピオイド受容体拮抗薬であるナルトレキソンは、アルコールおよびアヘン依存症におけ

る再発予防薬として一般的に用いられているが、その有効性と臨床的有用性を支えるメカニ

ズムは十分に明らかにされていない。本研究では、アルコール依存症 21 名と多剤併用依存

症 36 名を対象に、物質依存に関連する神経ネットワークの変化に対するナルトレキソン

50mgの効果をプラセボと比較して検討した。安静時機能的磁気共鳴画像データのグラフ理論

的およびネットワークベースの統計解析により、アルコール依存症患者は多剤併用依存症患

者および健常者と比較して、分散型ネットワークの機能的結合性が低下していることが明ら

かとなった。また、両患者群とも局所的な効率性が高く、クラスター化したネットワークや

分離したネットワークの位相や情報処理が観察された。ナルトレキソンは、アルコール依存

症患者における神経ネットワークの局所効率の上昇を正常化し、健常ボランティアと同じレ

ベルにまで改善した。ナルトレキソンは、禁酒している多剤併用者における局所効率には影

響を与えなかった。このことは、局所効率はアルコール使用障害における潜在的な病前危険

因子であり、ナルトレキソンによって改善される可能性があることを示唆している。これら

の知見は、ナルトレキソンの臨床効果の 1つの可能なメカニズム、すなわち、破壊されたネ

ットワークト位相の改善を示唆するものである。 

 
 


